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を作り，道1［「駅と実験場の往復に利用できた唯一の交

通機関であった。カバーをしてあっても隙間から入り込

む寒風にはいかんとも耐え難く，ある日などはコンロを

その中に持込んだこともあり，あまり寒い時などは途中

から雪中を歩いたこともあった，時に吹きだまりがでぎ　．．：

ている所などは，全員下車して吹きだまりの中を歩いて

機講、

隻鴨

弟ユ0図

蝶

生　産　1肝　究

渡ウ，そりの通れる所からまた乗車するといっ自具台で

あった．研究室では秋田実験場の冬期実験にそた之て防

寒帽と靴を用意してあったりで大変」功かっtc・特に欧肇雪

の中での作業では大いに役立oた．実験期間中では計測

室が完成しておらず，暖をとることも思うようにはいか

　　1．：｝．ず，たきびをしながら暖をとっては作業を続けうとい’
．　和．旨

、’P．誌た具合であった・

　また実験当日吹雪であったウすると．計貿器の一部が

外部にあったために連絡が不十分なために計測できなか

ったりもした．特にエンジンを暖める場合1：4＃，1時問

前位から炭火で暖め適当な温度まで上げるのには温水を

上面からかけたりして25度ぐらいまであげ、実験時に20

度前後になるように特に注意したりした．冬巣の実験で

は間に合せ的な設備では思わね矢欺を起すことが島1，．

人間の機動性が，非常に失われ勝ちであることをしみじ

みと感じられた．　　　　　　　　　（LD57．　L．3の
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　ロケット飛しょう実験に従事する誰もが心にかけ

て守ろうとすることは，無事故で納めたいというこ

とである．ロケット実験は物理的に広い空間を必要

とすること，推薬を取b扱う作業が伴うこと，新しい

研究であるため未知の問題が多いこと，実験人員は

最少限で編成していること，わずかな設営物を頼み

になれぬ土地で行動すること等の諸条件に囲まれ

て，少し誇張したいい方をすれば，寸時も私たちを

緊張から解放させないのである．未知の問題＾いど

んで科学技術を開いてゆくためには，十分な勇気が

いると同時に無事故でいこうとするために科学的考

察を加えた細心の注意がいる，勇気と細心という二

つの心理が各人の心の中でとけ合わさって一体とな

り作業は終点へと運ばれてゆく．飛しょr日をYと

すると，2日前は，Y－2．　Y－2のスケージュー

ルがプリントになり，あるいは黒板に書かれ指示さ

れる．夕刻には，これをチェックしてY－2を終る．

Y－1を迎えて緊張も一段と加わる，万全を期し

てYが来る．天候や作業準備の状況が判断されつ

つ，発射時刻が決まる．発射刻時をXとするとX－

60分頃から，本部指令の数も増して来る．海上，陸

上の整備もチェックされて，B旗をあげる指令が出

る．X－15分である，以後の時間の経過は長いよう

で短く，短いようで長い．のろしの指令が出るとX

－1分である．はやすべての人の待避は終ってい

る．読みが始まる・60秒秒前前から10秒前までは，

10秒おきに，10秒前からは，1秒ごとにカ．ウントす

る実験主任の声が一つは無電機にのって，一つはマ

い
」つ

も の

イクを道して場内昏班に流れていく．ある者に賑

で，ある者は＃で，またある者に心を．すべての八

が発射の一瞬神経を集中さゼる．物理的には，方数

キロないし十数キロに平板にばら師・れλ実験扉貝

および整備員がこの時と頂点として，ピラミ’xド型

に神経を集中していると想像されるDである．実殿

主任のゲ発射！Mという号令とロケγトガ雄大な轟

音を残して，空へ舞い上がった時と緊張の頂点三

し，しかしややしぼしこのピPノの線に、b6波鋤

した横線をえがいてζずれ　ts　V・，光畑と叱き．白属

を曳いて，空の一点へ吸いこ蚕オレてゆくVケノトに

対して，光学観測班は，眼鏡と駆鋤してあ卸端流

星を拾わんとするように迫跡する・この間，約50

秒，ヵッパ・ロケットは，全実験班員の心を牽竜つ

つ海中深く別離する，観測デーPtの戯否は，後刻こ

して，全員はホッとし．緊張は一時に解遺ほClれ

るのである．

　ある来賓は，ロケットの実験はFlee健打ちあげ

て何機成功という確率打算でやるべきものではなr・

でしようか，といわれたが，そ匙にやや近r喫験の

で途たのは，ペンシル・ロケソトの地上実験位で，

あとは，1機1機が背水の陣といった緊張と慎重霊

で行つて来ている．そしてこり緊張は．全亜量20）

grのぺ〃ノ・から，・IO，　O。e　gr　OPカ　・P・“　L281・ケ

ットに至るまで，舞回変らず統けちれて毫ているの

は，こtLをうぶな心というべきか，むしゐ示思譲2

思う程である．　（1957・3・29－J・＄）
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